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ほっとスクールにおける運営評価の実施について 

 

１ 主旨 

  ほっとスクールでは、不登校の児童・生徒が安心して過ごすことができる「心の居場所」

として、区内３か所に開設し、子どもたちの支援に取り組んでいる。 

また、平成３１年２月に開設した「ほっとスクール希望丘」においては、その運営を民

間事業者に委託し、民間のノウハウや人的ネットワークの活用により、支援の一層の充実

を図ってきた。今年度、民間事業者への委託を開始してから３年目を迎え、令和４年度以

降の事業者を選定する必要があることから、民間事業者への委託制度の導入効果等を分析

し、次期事業者選定に向けた検討を行う。 

あわせて、各ほっとスクールにおける運営評価を実施し、運営体制や支援の実施状況

等の比較検証を行い、ほっとスクールにおける支援の一層の充実に向けた検討も行う。 

 

２ 実施方法 

（１）民間の評価機関による調査・分析 

   民間の評価機関への委託により、ほっとスクールの利用者及びその保護者に対するア

ンケート調査、ほっとスクール職員による自己評価、施設への訪問調査を実施し、各ほ

っとスクールにおける「利用者満足度」、「運営体制」、「コスト」等を比較・分析する。 

（２）「ほっとスクール運営評価委員会」による評価 

   「ほっとスクール運営評価委員会」（別紙参照）を設置し、民間の評価機関による分析

結果に加え、各ほっとスクールへの訪問調査を実施し、「居場所機能」、「学習支援機能」、

「適応支援機能」等の支援機能についても評価を行うことで、ほっとスクールにおける

運営評価の総括を行う。 

（３）評価結果を踏まえた検討 

   ほっとスクールにおける民間委託制度の導入効果等の評価結果を踏まえ、次年度の

「ほっとスクール希望丘」における事業者選定の内容等について検討を行う。 

また、各ほっとスクールの運営状況、支援内容等の評価結果を踏まえ、運営手法や体

制、支援内容等の改善、充実に向けた検討も行う。検討結果は、次期不登校アクション

プランに反映し、次年度以降の事業展開を効果的に実施していく。 

 

３ 今後のスケジュール（予定） 

  令和３年 ８月  ほっとスクール運営評価委員会（第１回） 

       ９月  ほっとスクール訪問調査 

    ９～１０月  ほっとスクール運営評価委員会（第２回） 

      １１月  文教常任委員会報告（評価・検証の結果） 

           事業者選定 手続き開始公告（ほっとスクール希望丘） 
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